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　建設改良積立金に113億円積み立て
る理由は？

●災害時、長期間レース中止への財源
を確保。
●速やかな再開に向けた復旧等を行う
資金。

Q

A

ボートレース事業利益剰余金

●職員採用試験を再考すべきでは？
●管理職への登用や再任用制度は？

●調査研究を重ね、今後も良いものを取
り入れる。
●適材適所の人事配置に努め、所属長を
通じた個別指導にも力を入れたい。

Q A多様な人材確保

　危険空き家への取り組みは？

●発生させないよう市民への意識づけ。
除却や利活用を促進強化し、除却支援
事業補助金制度などで空き家の減少に
努めている。
●島しょ部を除き、500軒程度ある。

Q

A

空き家対策

　備讃諸島クルージングツアーの内容は？

●採石場や塩飽勤番所など日本遺産構成
文化財を見学。石割り体験や島民の手
料理を味わい、好評を得た。
●令和３年度も継続して行う予定。

Q

A

日本遺産

　妥当な金額か検証は？
●３年ごとにプロポーザルで、技術力
を含め審査。
●業務内容を把握し、金額に見合って
いるか確認済み。

Q

A

中央及び飯山学校給食センター
調理等業務委託料
中央及び飯山学校給食センター
調理等業務委託料

討論
理由

《反対》

横川　重行
●市営住宅貸家料の滞納整理は、手続き
が常態化。
●市全体の不納欠損や収入未済も、対応
の一元化など変化や工夫が必要。
●滞納を１円でも減らす努力を。

中谷真裕美
●民間委託は、十分な検証が必要。特に
マルタス委託料は、使途内訳が非公開。
●人権問題推進活動費の支出先に偏り。
●マイナポイント制度、G IGAスクール
構想は、国の都合で推進。　等
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　コロナ感染の早期発見と重症
化予防に一定の効果があったが、
今後の運営方針は。

●抗原検査や唾液検査など、地域の医療体制の
中で対応できる病院も増えており、検査方法
も変化している。
●状況を見ながら、医師会や医療機関などと
協議していきたい。

PCR検査センター
の設置
PCR検査センター
の設置

論点
1

答え

　災害の頻度や程度を考慮した
対応が求められるが、治水・排水
対策は。

●現状、既存水路の性能を高め、排水ポンプを
設置するなど、対症療法的でもある。
●中長期的な市全体の排水計画も必要である。
重要課題の１つとして、調査研究を行い、実現
可能な計画の策定に取り組みたい。

排水対策排水対策論点
3

答え

　どのように充実・強化を図って
いるのか。
　地区防災計画の策定は。

●令和２年度から４年間で、1地区40万円補助
し、発電機や簡易式トイレの購入など、ハード・
ソフト両面の強化を今後も継続する。
●計画は、防災アドバイザー、地域担当職員が
協力し、地区の防災士が中心となり策定でき
るよう、マニュアルを作成し配布する予定
で、継続的な支援に努めたい。

自主防災力の強化自主防災力の強化論点
2

答え

議会から見た令和２年度決算議会から見た令和２年度決算特集
厳しくチェック！！
令和４年度の丸亀市の
まちづくりに向けて、
決算を審議しました。 647億円647億円

一般会計
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臨
時
会
・
定
例
会

▼
議
案
第
52
号　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

市
独
自
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
と
し
て
、
低
所
得
世

帯
等
生
活
支
援
給
付
金
事
業
費
２
億
６
６
０
０
万

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
事
業
所
支
援
事

業
費
７
億
５
千
万
円
の
合
計
10
億
１
６
０
０
万
円

を
追
加
す
る
。

▼
議
案
第
53
号　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

▼
議
案
第
54
号　

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
議
案
第
55
号　

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
56
号　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
、

施
設
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
。

▼
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
議
会
の
認
定
に
付
す

も
の
。

▼
議
案
第
57
号　

下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定

▼
議
案
第
58
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

　

令
和
２
年
度
の
下
水
道
事
業
会
計
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
の
決
算
に
伴
う
利
益
剰
余

金
を
剰
余
金
処
分
計
算
書
案
の
と
お
り
処
分
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
、
併
せ
て

令
和
２
年
度
決
算
を
認
定
に
付
す
も
の
。

▼
議
案
第
59
号　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
３
２
９
万
６
千
円
を

増
額
し
、
総
額
５
７
５
億
９
３
８
８
万
７
千
円
と

す
る
。

▼
議
案
第
60
号　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
万
９
千
円
を
増
額

し
、
総
額
94
億
２
６
０
４
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
61
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
５
０
０
万
円
、
資
本
的
支
出
２
０

８
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
。

▼
議
案
第
62
号　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の

一
部
改
正

　

本
島
診
療
所
の
移
転
に
伴
い
、
条
例
に
定
め
る

診
療
所
の
位
置
を
変
更
す
る
。

▼
議
案
第
63
号　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

　

垂
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
伴
い
、

セ
ン
タ
ー
の
位
置
、
室
名
や
使
用
料
を
変
更
す
る
。

▼
議
案
第
64
号　

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
入
団
促
進
と
継
続
的
な
活
動
維
持

を
目
的
に
、
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
る
。

▼
議
案
第
65
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
市
民

体
育
館
空
調
設
備
改
修
工
事
）

　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
落
札
し
た

株
式
会
社
四
建
プ
ラ
ン
ト
と
仮
契
約
を
締
結
し
た

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
66
号　

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

（
現
市
役
所
本
館
・
別
館
他
解
体
工
事
）

　

旧
庁
舎
南
館
の
解
体
に
当
た
り
、
現
在
の
施
工

者
と
の
間
で
工
事
内
容
や
契
約
金
額
に
関
し
、
変

更
仮
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

▼
議
案
第
67
号　

指
定
管
理
施
設
に
お
け
る
指
定

期
間
の
延
長
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
使
用
継
続
に
当
た
り
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
現
在
の
指

定
管
理
者
が
施
設
を
管
理
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
68
号　

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
（
は
ら

だ
こ
ど
も
園
貸
付
建
物
）

　

社
会
福
祉
法
人
誠
心
会
に
無
償
貸
付
け
を
行

い
、
は
ら
だ
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い

る
建
物
や
附
帯
設
備
を
同
法
人
へ
無
償
譲
渡
す
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
69
号　

市
有
財
産
の
無
償
貸
付
け
（
旅

客
船
兼
自
動
車
航
送
船
「
し
わ
く
丸
」）

　

備
讃
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
に
無
償
貸
付
け
し
て

い
る
「
し
わ
く
丸
」
の
無
償
貸
付
期
間
を
２
年
間

延
長
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
70
号　

訴
え
の
提
起

　

公
務
中
の
交
通
事
故
で
断
続
的
に
病
気
休
暇
を

取
得
し
て
い
る
本
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
訴

え
に
よ
り
事
故
の
相
手
方
に
損
害
の
賠
償
を
求
め

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
71
号　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
外

出
自
粛
等
の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者
の
大
幅
な
減

少
が
見
ら
れ
る
市
内
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
を

図
る
た
め
、
公
共
交
通
運
行
継
続
支
援
事
業
補
助

金
１
２
５
０
万
円
を
追
加
す
る
。

▼
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

●
８
月
31
日

・
認
定
第
１
号
、
議
案
第
57
号
、
58
号

　

＝
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

・
議
案
第
59
号
〜
70
号

　

＝
提
案
理
由
の
説
明

・
決
算
特
別
委
員
会

●
９
月
２
日

・
議
案
第
59
号
〜
70
号

＝
質
疑
の
後
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託

●
３
日

・
教
育
民
生
委
員
会

・
都
市
環
境
委
員
会

●
６
日

・
総
務
委
員
会

●
10
日

・
議
案
第
59
号
〜
70
号　
　

　

＝
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

・
諮
問
第
１
号

　

＝
提
案
理
由
の
説
明
・
採
決

・
一
般
質
問

●
13
〜
15
日

・
一
般
質
問

●
16
、
17
、
21
、
22
、
24
日

・
決
算
特
別
委
員
会

●
10
月
４
日

・
認
定
第
１
号
、
議
案
第
57
号
、
58
号

　

＝
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

・
議
案
第
71
号　
　

＝
提
案
理
由
の
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

●
26
日　

・
議
案
第
52
号
〜
56
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会


	１p
	２p
	３p
	４p

